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SBI証券と Ridge-iによる次世代の生成 AIチャネル開発に向けた協業開始のお知らせ 

 

株式会社 SBI 証券（本社：東京都港区、代表取締役社長：髙村 正人、以下「SBI 証券」）と株式会社 Ridge-i

（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：柳原 尚史、以下「Ridge-i」）は、2025 年 9 月 12 日（金）に発表され

た、SBI ホールディングス株式会社（以下「SBI ホールディングス」）と Ridge-i の資本業務提携に基づき、次世代

の生成 AIチャネル開発に向けた協業を開始しましたので、お知らせします。 

 

 

 

 

＜協業の背景＞ 

株式投資における判断材料としては、マクロ環境や企業の財務情報・チャート分析などが主流である一方

で、未経験者や投資初心者、若年層にとって、これらの学習や情報収集はハードルが高く感じられます。実際

に、お客さまから SBI証券へのご相談の声も多く寄せられるようになってきました。 

近年では、若年層を中心に「応援消費」や「推し活」が社会的な潮流となっていることも踏まえ、SBI 証券では

従来の財務情報やマクロ環境に依存せず、企業との繋がりが実感できるような、共感ベースで続けやすい、

新しい切り口の投資体験が必要であると考えてきました。 

Ridge-i はさまざまな社会課題・顧客課題を AI・ディープラーニング等の先端技術を用いて解決するために、

現場に入り込んだコンサルテーションに始まり、アセスメント、開発、導入、顧客による運用まで視野に入れた、

実用的なソリューションを提供するテクノロジーカンパニーです。2024 年 6 月には、ソーシャルメディアマーケ

ティング事業と音楽事業を展開する株式会社スターミュージック・エンタテインメントを子会社化し、コンサル

テーションの領域を広告のマーケティングや制作・媒体配信にも広げてきました。 

これらの強みを持つ Ridge-i と SBI 証券が協業することで、投資初心者から上級者まで、すべてのお客さま

に寄り添う、次世代の生成 AIチャネル開発に向けた協業が実現しました。 

この協業により、投資に不安を抱える方が投資をもっと身近に感じられるように、投資を「資産形成の手段」

のみではなく、「推しを応援する手段」、「人生や趣味を豊かにするための新しい体験」として感じられるように、

安心して投資に取り組める環境を整備してまいります。 

 

 

 



 

 

図１.SBIホールディングスと Ridge-i との協業全体像 

 

＜協業内容＞ 

SBI証券と Ridge-iは、生成 AIを用いた新たなチャネルを開発し、これを通じてお客さまとの日常的なやりと

りから得た非金融データを活用し、投資を楽しく、自分らしく感じられる体験へと進化させていきます。ライフス

タイルや趣味・嗜好、好きなキャラクターやブランド等に根ざした情報を AI が理解し、まるで専属の投資コン

シェルジュのように「あなたに合った提案」を届ける世界を目指します。 

本サービスの実現に向けて、SBI 証券が持つアクセスログや取引履歴、属性情報などの膨大なデータを

Ridge-i と共同で分析し、お客さま一人ひとりの行動や関心をより深く把握します。そこから得られた知見をもと

に、生成 AI を使った新しいチャネルで、いつでも投資の相談に応じられる環境を構築していくとともに、新規顧

客獲得も目指します。 

 

【生成 AIが提供するサービスイメージ】 

 SBI証券の商品やサービスに関する質問に答えられるチャットサービス 

 注文・各種変更手続きのサポート 

 マーケット分析やポートフォリオ相談など専門的アドバイス 

 自身の好みや「推し」など、企業との繋がりが実感できる共感ベースで続けやすい、新しい切り口の投資

ポートフォリオの提案 

 

＜今後の展開＞ 

Ridge-iは、SBI証券のみならず、SBIグループ各社との協業を深めてまいります。 

 SBIホールディングスから AI人材が Ridge-iへ出向するなど、人材交流を通じた新規事業の創出 

 SBI証券との協業で蓄積した知見を、銀行・保険などの SBIグループ企業や関係企業へと順次拡大 

 SBI ネオメディアホールディングスとスターミュージック・エンタテインメントとの連携によって、メディアの発

信力、IT の利便性、金融の信頼性を掛け合わせ、SBI グループが目指すメディアと IT と金融が融合した

「ネオメディア生態系」を実現 



■Ridge-i（リッジアイ）について 

株式会社 Ridge-i（東証グロース、証券コード：5572）は、AI・ディープラーニング技術を活用したソリューションに

より、経営・社会課題の解決に挑むテックイノベーションファームです。特に、画像解析ディープラーニング、セン

サーによる異常検知 AI、最適化 AI など様々なデータに対応する AI を組み合わせた「マルチモーダル AI」に強

みを持ちます。戦略策定から要件定義フェーズに始まり、現場のコンサルテーションから開発・運用保守まで、投

資対効果を実感するまで一気通貫で伴走し、多くの実績をあげています。また社会課題にも積極的に取り組ん

でおり、SDGs 課題と環境変化を衛星画像から発見する「GRASP EARTH」などで第 4 回から宇宙開発利用大

賞を 3 回連続受賞しました。今後とも技術とビジネスの高みを追求し、社会・顧客が持続的に効果を実感できる

最高峰のソリューションを提供します。 

  

■株式会社 Ridge-i 会社概要 

会社名 株式会社 Ridge-i 

設立 2016 年 7 月 

所在地 東京都千代田区大手町 1-6-1 大手町ビル 438 

代表 代表取締役社長 柳原 尚史 

資本金 38,899,750円 

事業内容 ① AI・ディープラーニング技術のコンサルティングおよび開発 

② 共同事業、ライセンス、保守モデル、自社開発等によるプロダクトの提供 

③ 人工衛星データ AI 分析サービスの提供 

URL https://ridge-i.com 

 

 

＜金融商品取引法等に係る表示＞ 

商号等 株式会社 SBI証券 金融商品取引業者、商品先物取引業者 

登録番号 関東財務局長（金商）第 44号 

加入協会 日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業

協会、一般社団法人日本 STO協会、日本商品先物取引協会、一般社団法人日本暗号資産等

取引業協会 

 

＜手数料等及びリスク情報について＞ 

SBI証券で取り扱っている商品等へのご投資には、商品毎に所定の手数料や必要経費等をご負担いただく場

合があります。また、各商品等は価格の変動等により損失が生じるおそれがあります（信用取引、先物・オプショ

ン取引、商品先物取引、外国為替保証金取引、取引所CFD（くりっく株365）、店頭CFD取引（SBI CFD）では差し

入れた保証金・証拠金（元本）を上回る損失が生じるおそれがあります）。各商品等への投資に際してご負担い

ただく手数料等及びリスクは商品毎に異なりますので、詳細につきましては、SBI証券WEBサイトの当該商品等

のページ、金融商品取引法等に係る表示又は契約締結前交付書面等をご確認ください。  
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